


スポーツの産業化を通じた 
街づくりと人づくり 



スポーツを通じていわき市を元気にする 



いわきFC OPUS  

“人づくり”、“まちづくり”の好循環を生み出し、 
市民からも市外からも“選ばれるまち”となるよう貢献する 



1.いわき市を東北一の都市にする 
スポーツが持つ経済的な価値を最大限引き出し、復興から成長へとつなげていきます。 
スポーツ興行の本質をスタジアムビジネスと捉え、街のど真ん中にスタジアムを作り、365日稼動させ、ワクワクする体験を生み
出していきます。 

2.日本のフィジカルスタンダードを変える～魂の息吹くフットボール～ 
ゴールを奪う、ゴールを守る、シュートを打つ、ボールを相手から奪うというフットボールの本質を押さえ、 
さらに、前に前に進む本能や、相手の陣地を奪いたいという本能を勇気を持って実行する。 
欧米型のフィジカルをスタンダードとした、力強く観る者をワクワクさせるプレースタイルを確立します。 

3.人材育成と教育を中心に据える 
スポーツを通じて社会を豊かにするために、地域と共に未来ある子供たちの成長を担います。そして社会性のある 
世界基準の選手、指導者を育成します。 
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スポーツを通じて「楽しさ」を創造し、 
 

いわき市の子ども全体の体力向上に 
貢献すること。 

目的 



スポーツを通じて社会を豊かにする 
 
 
 
 
 
 
 

スポーツを通じて１人でも多くの子どもに 

夢や希望を持ってもらいたい。 

スポーツを通じていわき市を元気にしたい。 

健康な “人づくり” 、 

明るい “まちづくり” に貢献したい。 

背景 



スポーツの根底（基礎）を学ぶ 

サッカー選手志望だけではなく、多くの子供たちが遊びながら体力をつけ、 
遊びながら楽しく運動スキルを学べるプログラムを提供。 

はしる なげる とる つかむ 



クラス 年齢/学年 目的 

1 4～5歳 年中～年長 

・運動やスポーツの楽しさを知ることが目的 

・運動スキル（走る、跳ぶ、投げる、捕る、蹴るほか）の体験が中心 

2 6～7歳 小1、2 

・体操、かけっこ、遊び、ゲームなどバライティに富んだ内容にして、 
遊び感覚で身体を鍛える 

・球技の基礎となるバルシューレ（球技系コオーディネーショントレーニング）を導入 

3 8～9歳 小3、4 

・競技指向性を高め次世代アスリートの基礎を築く 

・神経系とエネルギー系フィジカルトレーニングが中心 

4 10～15歳 小5～中学 

・さまざまな競技を体験 

・競技適正の方向性、トレーナビリティ（将来性）、成長特性を評価するテスト 







成長する選手の姿勢 
 

☛ スイッチが入る選手、入らない選手 
 
☛ 周りの評価を気にする選手、没頭できる選手 



徳と才 

１．徳があって、才能がある人 

２．徳があって、才能がない人 

３．徳がなくて、才能がある人 

４．徳がなくて、才能がない人 



レジリエンス 

精神回復力、抵抗力、復元力、
 

極度の不利な状況に直面しても、 
正常な平衡状態を維持することができる能力。 

 
貧しいから成功するのではない、 
裕福でも成功する人間はいる。 
（アルゼンチンのサッカー界） 



セルフコントロール 

★コントロールできないもの 

１．他人 

２．感情 

３．生理反応 

４．過去 

★コントロールできるもの 

１．自分 

２．思考 

３．行動 

４．未来 

強いメンタルを持つためには、「コントロールできるもの」に集中することが重要。 
コントロールできるものは、「自分の思考と行動」だけであり 

それにより「未来」を変える！ 



やりたいことを探し求めて、 
今をしっかり生きて、チャレンジする！ 

１．今の自分を知り、やりたいこと、なりたい姿を想像する。 
 
２．だから、今を、何事に対しても、１００％で取り組む。 
 
３．悩んだら、コントロールできるものに集中する。 
 
４．あとは、勇気をもって一歩踏み出すだけ。 



ご清聴ありがとうございました  


